
「食肉と健康に関するフォーラム」委員会が財団

法人日本食肉消費総合センターの活動の一環とし

てｌ、1987年に設置されて以来、16年にわたり食

肉の摂取をめぐる諸問題を多角的に検討し、その

結果を毎年「Health & Meat」という冊子にまとめ、

食肉についての理解を深めていただくことを念願し

てまいりました。

一方、本委員会は毎年、食肉と健康に関する科

学叢書を発行しております。「ストレス」「脂肪」「タ

ンパク質」「ビタミン・ミネラル」「コレステロール」

「食肉の秘密」という6冊にわたる「探る」シリーズ

に続き、「日本人と食肉」「安全な食肉」「食肉と健

康　Q&A」「世代別食生活のアドバイス―食肉摂取

をめぐって―」、そして昨年度は「牛肉のすべてが

わかる本」が発行されました。

申すまでもなく、わが国は少子高齢化という問題

に直面しております。将来を背負う子供たちの活力

に大きな期待がよせられている社会背景は万人の認

めるところであります。価値観や生活様式の多様化

はじめ経済的な成長なども影響して、昭和20年

（1945年）の終戦以来、わが国の社会や家庭の様相

は大きな変化をたどってきました。その情況下、子

供たちの精神的・身体的成長をめぐって懸念される

事象が顕在化してきたのも事実であります。本冊子

では、子供たちの望ましい食生活・生活習慣を中

心に、多角的な視点から問題の指摘と解決の方策

を取りまとめることに致しました。

まず、子供たちの食生活の実態と学校給食の役

割、学校発進の食育の意義などについて解説して

いただきました。多様化の産物として気ままな生活

と、それに加えて正しい食の知識不足から偏食とい

う事態をまねき、子供たちの「好き」、「嫌い」とい

う食生活の二極化の増加が憂慮されております。栄

養的に不足している食生活は精神的にも健全性を

失う結果をもたらし、子供のときの食体験が生涯に

わたって大きな影響を及ぼすことから、適切な社会

と家庭の環境の整備の必要性が示唆されています。

つぎに、妊娠中の胎児、乳幼児の発育期の栄養

の視点から、コレステロールの重要性が指摘され、

成人の抑制的なコレステロール摂取と同一視するこ

との誤りが明示されています。食品アレルギーとも

関連して母乳摂取の効果をはじめ、アレルギーと腸

内細菌の関係、経口免疫寛容による治療法などの

解説をいただきました。子供たちの日常から、注目

されるライフスタイルの数々、すなわち、夜更か

し、運動不足、肥満とやせ、昼食抜きなどの問題、

さらに子供たちの個食や弧食など大人不在の食事に

よる精神的不安定感の助長、家庭団欒と心の交流

を大切にする家族の食卓のあり方についても論じて

いただきました。軽視されがちな食物の咀嚼の重要

性が健康と肥満防止の視点から示唆され、高校生

の食生活の一面を、清涼飲料水の飲用行動から食

生態学的に解析していただいています。ストレスの

多い現代、子供たちの心をまもるという命題は最大

関心事のひとつと申せますが、脳の健全な発育と精

神の安定に寄与する食品成分として脂肪、コレス

テロール、さらに食肉摂取の役割などについてご教

示いただき、疾病予防、健康増進、長寿達成に寄

与する食肉の調理の方法と効果が概説されいます。

発刊にあたり多くのご教示ご示唆をいただいた諸

先生に厚く御礼申し上げ上げます。また本冊子の

企画並びに発行にご尽力いただいた財団法人日本

食肉消費総合センターの川合淳二理事長をはじめ

関係者の方々に深甚の謝意を表します。

平成16年3月

は じ め に

東京大学名誉教授　お茶の水女子大学名誉教授 藤巻正生
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日本人の平均寿命は、女性が85.23歳、

男性が78.32歳（平成14年・厚生労働

省）となり、わが国は世界一の長寿国

として注目されています。こうして長

寿という夢を実現してみると、今度は

「元気に長生きをする」ことの重要性

が認識されるようになってきました。

多くの人々が長生きだけではなく、生

活の質（ＱＯＬ）を高めることを願うよ

うになったのです。

＊
健康な人生の実現には、「食べる」と

いう行為が大きく関わってくることは

周知の通りです。しかしながら、それ

は幼い頃からの食習慣によるところが

大きく、大人になってから是正するの

はなかなか難しいとされています。健

康への意識が高まるにつれ、子供の食

生活に対するさまざまな問題も指摘さ

れるようになりました。

＊
両親が多忙で不規則な生活をしている

と、それにともない子供の生活も乱れ

てきます。夜更かしの子供には、生活

のリズムが乱れて朝起きられず、朝食

を抜くなどの問題が出てきています。

＊
親子共ども多忙なためか、つくるのに

も食べるのにも簡単な食事が増え、や

わらかいメニューが主流になってきま

04

＊

＊

＊
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した。このことは子供たちに噛むこと

を忘れさせてしまいました。噛むこと

には、肥満防止や消化促進、脳の発育

促進などいろいろな効果があるとされ

ていますが、現代っ子たちはそのメリ

ットを活かすことができなくなってい

るのです。

＊
何でも手に入る豊かな時代となって、

偏食の子供が増え、また、食への関心

を失いお菓子やジュースばかりをとり

たがる子供たちも目立ちます。

＊
運動不足で肥満傾向のある子供がいる

一方、栄養不足の子供も増えていま

す。さらには、小学生の頃から体型を

気にし、ダイエットに走る子供たちま

で……。問題を数え上げればきりがな

いほどです。こうした食生活の乱れは、

子供の体の発達に影響を及ぼしていま

す。現代っ子の体力の低下、運動能力

の低下も指摘されています。

＊
体ばかりではありません。不規則でバ

ランスを欠いた食事は、子供たちの心

の発達にも影響を及ぼしています。無

気力だったり、キレやすかったり、集

中力がなかったり……。そんな不安定

な心の状態も栄養の偏り、栄養不足に

よることが多いのです。
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成長期という大切な時期に、正しい食

習慣を身につけることができれば、心

身の健やかな発育はもとより、将来に

つながる健康の基礎を手に入れること

ができます。子供たちに食の重要性を

理解させ、正しい食生活を引き継がせ

ることは、我々大人の義務といえるの

ではないでしょうか。

＊
本書では、その点を踏まえ、成長期の

子供の食事を中心に、「何をいかに食

べるべきか」を探ることにしました。

＊
「Section 1 どうなっている?  子供の

食生活」では、学校給食に着目し、そ

の現状と課題を探りました。学童期か

ら思春期前期（学校給食を利用して

いる年代の子供）を対象に、栄養摂取

の状況や食生活についてのアプローチ

を試みています。

＊
「Section 2 気になる食の問題　クロ

ーズアップ」では、胎児から乳幼児、

そして高校生など、学校給食に関わる

以前、さらにはそれを終えた子供たち

を中心に、食の現状と問題点を考えて

います。昨今取りざたされている「肉

食と脂肪やコレステロール」の因果関

係に対する誤解など、さまざまな食の

認識の誤りについても、専門家の先生

方の意見をうかがっています。

＊
「Section 3 知っておきたい食のワン

ポイントアドバイス」では、成長期の

子供だけでなく、各世代ごとの特徴に

応じて、食肉の栄養を効率よく摂取す

るための食材の組み合わせ方を、調理

法と共に紹介しました。「適切な栄養

摂取」のためのノウハウも合わせて解

説しています。

＊
食の情報が氾濫し、手に入る食べ物も

増え、選択の範囲が大きく広がってき

ています。正しい食の知識をもつこと

が、大人だけでなく、子供にも求めら

れる時代になってきました。これから

は、子供たちに食事への関心をもたせ、

正しい食生活を身につけさせる食育も

必要でしょう。豊かな時代の新しい食

卓を考える時期がきているのです。

未
来
あ
る
子
供
た
ち
へ
、「
長
寿
」
と
い
う
財
産
を
手
渡
す
た
め
に

＊ ＊
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図表1　1日の栄養所要量に対する 
  　　　 学校給食の割合の比較 
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「児童生徒の食事状況調査報告書」 
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図表5　日別摂取栄養量の充足率 

「児童生徒の栄養摂取に関する研究（昭和53年）」科学研究費補助金研究成果報告書 

図表2　家庭の食事（朝・夕・間食）と学校給食からの栄養素別摂取率 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和51年9月 小学校5年児童） 
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図表3　家庭の食事（朝・夕・間食）と学校給食からの栄養素別摂取比率 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　  （平成9年11月 小学校5年児童） 

図表4　子供のタンパク質所要量の日米比較 
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図表6　好きな料理（年度別）（複数回答） 図表7　嫌いな料理（年度別）（複数回答） 
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図表8　学校給食を残すことがあるか（小学校） 

図表9　学校給食を残すことがあるか（中学校） 
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「昭和60年～平成3年までのメモの中から収集」学校食事研究会　阿部裕吉調 

図表10　今の子どもたちの3つの「……イ」とその主な食品一覧表 
凡例：●子供がとても感じている 
　　　▲女の子が特に感じている 

食品 
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五目豆 

車海老の塩焼き 

なすの煮物 

納豆 

・殻をむく　● 

・箸づかい　● 
・骨・噛む 

・噛む　● 

・箸でつまむ　● 

・殻をむく　● 

・まぜる 

・手が汚れる　● 

・手が汚れる　● 

・塩で手が汚い　● 

・パックを開く時 
　手に着く　● 

・殻をむいた後　▲ 

・目・骨　▲・鱗 

・目　▲ 

・くにゃ　● 

めんどっちイ ばっちイ きもイ めんどっちイ ばっちイ きもイ 
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「学校給食における咀嚼指導とその展開 
　調査からみた子供の咀嚼」  阿部裕吉 

図表12　子供の噛む回数分布 

35

33

30

25

20

15

10

5

0

（人数） 

5-63-4
（噛む回数） 

7-8 9-10 11-12 13-14 15-16

平均噛む回数 

12.3回 

17-18 19-20 21-22

11.4人 

5.8人 

23-24 25-26 27-28 29-30

注：調査時は、１～１９回の項目を作成し、２０回以上については、２０～２４、２５～３０という項目をつくった。しかし、結果をみると、２０～２４
　　回以上が予想以上に多く、均等に分配し、その分布をみた。 

図表11　咀嚼の回数と食事時間 

●咀嚼の平均回数だと…… 

（12.3回×57.7口）＋56秒＝765.7秒 

≒12分45秒 

●30回噛むと…… 

（30回×57.7口）＋56秒＝1787秒 

＝29分47秒 
［口に入れる時間］ ［口に入れる時間］ 

●よく噛ませる限度…… 

（16.3回×57.7口）＋56秒＝940.5秒 

≒15分40秒 
［口に入れる時間］ 
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ベネッセ教育研究所「モノグラフ･小学生ナウVol.19-3」2000

図表13　子供たちのお手伝いの年次比較　（昭和55年・平成11年） 

9080706050403020100 100
（％） 

39.6

46.3

60.6

57.1

57.4

48.3

35.9

28.3

57.2

56.6

54.8

47.8

62.7

53.2

59.8

52.9

4.2

毎日のようにやる 今まで1、2回しか ＋ 1度もしない 週3日 ＋ 週1日 ＋ 月に1度くらいやる 

11.5

8.1

13.5

32.0

37.1

52.4

62.6

5.0

8.6

6.8

9.0

5.3

12.4

5.7

13.6

56.2

42.2

31.3

29.4

10.6

14.6

11.7

9.1

37.8

34.8

38.4

43.2

32.0

34.4

34.5

33.5

 
お米をとぐ 

 
料理を作る 
のを手伝う 

ご飯のときに、
お茶碗や 
お箸を並べる 

食べた後に、 
自分の食器を
流しへ運ぶ 

 
食器を洗う 

 
食器をふく 

 
洗濯物を 
取り込む 

 
洗濯物を 
たたむ 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 

昭和55年 

平成11年 
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「発達の心理学」藤永保著（岩波新書）より 

図表14　仮説的発達曲線の各タイプ 

0歳 18歳 

A

B1

B2

B3

C

14.3歳 

6.3歳 

4.6歳 

（
潜
在
）
能
力 

年齢 

「ソロモンの指輪」ロレンツ著（早川書房）より 

図表15　「望ましい刷り込み」と「望ましくない刷り込み」 

なんでも楽しく食べられる子 
● 

栄養のバランスを考えて 
食べ物を選べる子 

● 
食べられない子に 

思いやりの心をもち行動する子 
● 

自分の健康を食事とのかかわりで 
考え行動する子 

食べ物を信用できずに 
神経をとがらせる子 

（原因→食中毒　異物混入） 
● 
偏食 
● 

食事中歩き回ったり大声をあげて 
周りの子に迷惑をかける子 

● 
好きなものばかり 

食べる子 
望ましい 
Imprinting

望ましくない 
Imprinting
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都内X中学 
※ SはSeven Eleven 

「学校食事研究会」　阿部裕吉 

起床 就寝 朝食 昼食 間食 夕食 

8:25 

 

 

 

8:10 

 

 

 

8:15 

 

 

 

8:30

A 

 

 

 

B 

 

 

 

C 

 

 

 

D

24:00 

 

 

 

23:30 

 

 

 

24:00 

 

 

 

6:30

給食 

少し残す 

 

 

給食 

残す 

 

 

給食 

 

 

 

給食 

なし 

 

 

 

コーヒー牛乳 

 

 

 

あんパン1個 

 

 

 

なし 

ハンバーガー 

缶コーヒー　S※ 

 

 

おにぎり…2個 

缶コーヒー 

S※ 

 

海苔巻き 

缶ジュース 

S※ 

 

ご飯 

焼き肉 

めんたい 

みそ汁（なめこ） 

菓子パン…3個 

コーラ ……1本 

 

 

缶コーラ 

 

 

 

スナック菓子 

……1袋 

 

 

コーラ…350cc 

ミカン……1個 

アイス 

キャンディー 

コーヒー…3杯 

饅頭……大1個 

カップラーメン 

……2個 

図表16　問題中学生の食事 
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福山女子短期大学　教授　鈴木雅子先生他調査 

※食生活のアンケート15項目の回答を得点化して、 
　Aがいちばん良いグループ、Eが悪いグループと分け、 
　いじめについての項目と関連させると次の表となった。 

図表17　中学生の食生活といじめについての調査 

E 
47人 

D 
101人 

C 
230人 

B 
98人 

A 
29人 

食
生
活
平
均
得
点
と
有
訴
率
（
％
） 

24.1 

97.9 

80.9 

100.0 

61.7 

80.9 

66.0 

63.8 

66.0 

91.5 

25.5 

0  

61.7 

42.6 

17.0 

6.4 

76.6

26.9 

71.3 

51.5 

90.1 

42.6 

42.6 

37.6 

45.5 

18.8 

67.3 

15.8 

11.9 

40.6 

59.4 

5.0 

3.0 

92.0

29.1 

70.4 

17.0 

74.8 

27.4 

17.8 

27.8 

55.7 

22.2 

31.7 

6.1 

17.0 

60.9 

49.6 

0.8 

1.3 

97.9

33.8 

38.8 

18.4 

41.8 

13.3 

16.3 

11.2 

14.3 

11.2 

19.4 

6.1 

10.2 

51.0 

53.1 

0  

2.0 

98.0

36.0 

27.6 

31.0 

20.7 

31.0 

0  

10.3 

10.3 

13.8 

0  

3.4 

24.1 

41.4 

48.3 

3.4 

6.9 

89.7 

 

食生活平均得点 

いらいらする 

はき気がする 

腹が立つ 

ゆううつになる 

めまいがする 

すぐカッとする 

根気がなくあきっぽい 

ぼんやりする 

学校に行くのがいや 

自殺したいと思ったことがある 

相談できる先生がいる 

相談できる友人がいる 

親は信頼できる 

いじめている 

いじめられている 

いじめていないし、いじめられていない 

 

X中学　グループと人数 

E 
52人 

D 
97人 

C 
247人 

B 
95人 

A 
31人 

食
生
活
平
均
得
点
と
有
訴
率
（
％
） 

22.6 

92.3 

78.8 

96.2 

73.1 

80.8 

88.5 

84.6 

75.0 

84.6 

26.9 

3.8 

40.3 

53.8 

40.4 

11.5 

48.1

26.6 

71.1 

62.9 

91.8 

27.8 

38.1 

73.2 

57.7 

21.6 

66.0 

13.4 

11.3 

57.7 

49.5 

12.4 

5.2 

82.4

29.9 

73.7 

23.1 

57.5 

16.6 

10.1 

38.1 

38.9 

19.8 

32.9 

11.7 

11.3 

79.4 

59.1 

1.2 

2.0 

96.8

34.2 

47.4 

25.3 

38.9 

10.5 

7.4 

24.2 

20.0 

8.4 

26.3 

11.5 

15.8 

64.2 

64.2 

3.2 

6.3 

90.5

38.0 

32.2 

29.0 

29.0 

16.1 

6.5 

25.8 

22.6 

16.1 

29.0 

12.9 

25.8 

45.2 

67.7 

0  

12.9 

87.1 

 

食生活平均得点 

いらいらする 

はき気がする 

腹が立つ 

ゆううつになる 

めまいがする 

すぐカッとする 

根気がなくあきっぽい 

ぼんやりする 

学校に行くのがいや 

自殺したいと思ったことがある 

相談できる先生がいる 

相談できる友人がいる 

親は信頼できる 

いじめている 

いじめられている 

いじめていないし、いじめられていない 

 

Y中学　グループと人数 

文部科学省　平成14

図表18　児童生徒の心と健康と生活習慣に関する調査 

806040200 100
（％） 

806040200 100
（％） 

806040200 100
（％） 

806040200 100
（％） 

19.05.7

よくあてはまる あてはまらない ややあてはまる 

74.6

19.56.1 73.9

16.55.1 77.4

19.05.5 73.9

中学2年生女子 

中学2年生男子 

高校2年生女子 

高校2年生男子 

私はカッとなるとすぐ物を壊してしまう 

41.717.7 39.7

41.117.7 40.9

42.917.3 38.7

41.014.5 42.9

中学2年生女子 

中学2年生男子 

高校2年生女子 

高校2年生男子 

私は怒りっぽい 

48.616.6 33.9

47.620.1 31.6

44.012.5 42.4

46.114.6 37.6

中学2年生女子 

中学2年生男子 

高校2年生女子 

高校2年生男子 

人にすぐ乱暴な言葉や汚い言葉を使ってしまう 

34.914.7 49.4

35.315.9 48.3

30.09.1 59.8

28.78.9 60.6

中学2年生女子 

中学2年生男子 

高校2年生女子 

高校2年生男子 

私はよく口げんかをする 
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H i r o s h i  S h i b a t a

（％） 

（歳） 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

0

6 7 8 109 11 12 13 14 （歳） 6 7 8 109 11 12 13 14

  文部省学校保健統計調査報告書 

1970 1980 1990 2000年 
図表19　肥満傾向児の頻度推移 

BOY GIRL
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金曜日 
土曜日 

（％） 小学校 中学校 

都
市
女 

農
村
女 

農
村
男 

都
市
男 

都
市
女 

農
村
女 

農
村
男 

都
市
男 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

0

「児童生徒の食事状況調査報告書」 図表20　エネルギーの日別・環境別摂取状況 

注：脂肪は脂肪エネルギー比30％に対する充足率 

（％） 
30 

25 

20 

15 

10 

5 

0
50
未
満 

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 

200
以
上 

50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190

「児童生徒の食事状況調査報告書」 図表21　脂肪の摂取状況（小学生女子） 

充足率（％） 

!!
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22
年齢 

（歳） 

男 女 

基準体位 

1～2 

3～5 

6～8 

9～11 

12～14 

15～17 

18～29 

30～49 

50～69 

70以上 

83.6 

102.3 

121.9 

139.0 

158.3 

169.3 

171.3 

169.1 

163.9 

159.4

11.5 

16.4 

24.6 

34.6 

47.9 

59.8 

64.7 

67.0 

62.5 

56.7

61.0 

54.8 

44.3 

37.4 

31.0 

27.0 

24.0 

22.3 

21.5 

21.5

700 

900 

1,090 

1,290 

1,480 

1,610 

1,550 

1,500 

1,350 

1,250

83.6 

102.3 

120.8 

038.4 

153.4 

157.8 

158.1 

156.0 

151.4 

145.6

11.5 

16.4 

23.9 

33.8 

45.3 

51.4 

51.2 

54.2 

53.8 

48.7

59.7 

52.2 

41.9 

34.8 

29.6 

25.3 

23.6 

21.7 

20.7 

20.7

700 

800 

1,000 

1,180 

1,340 

1,300 

1,210 

1,170 

1,110 

1,010

（cm） （kg） （kcal/kg/日） （kcal/日） 

身長 体重 

基礎代謝 
基準値 

基礎代謝量 基準体位 

（cm） （kg） （kcal/kg/日） （kcal/日） 

身長 体重 

基礎代謝 
基準値 

基礎代謝量 

「第6次改定日本人の栄養所要量」 

図表22　性・年齢階層別基礎代謝基準値と基礎代謝量 
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「第6次改定日本人の栄養所要量」 

年齢 

妊婦、授乳婦 

（歳） 
脂肪エネルギー比率 

（％） 

     0～（月） 

     6～（月） 

1～17 

18～69 

70以上 

45 

30～40 

25～30 

20～25 

20～25
１.飽和脂肪酸（S）、一価不飽和脂肪酸（M）、
多価不飽和脂肪酸（P）の望ましい摂取割
合は概ね3：4：3を目安とする。 

２. n-6系多価不飽和脂肪酸とn-3系多価不飽
和脂肪酸の比は、健康人では4：1程度を目
安とする。 

20～30

図表23　脂質所要量 

アメリカ11歳、日本14歳　（Matsuzaki,T., et al, 1982） 

性別 

人種 
n

総カロリー 

総脂肪 

動物性脂肪 

P／S 

炭水化物 

（g） 

（g） 

 

（g） 

BOY GIRL

白人 
64

2,254 

97 

61 

0.31 

274

黒人 
32

2,148 

94 

61 

0.31 

254

日本人 
74

2,538 

65 

32 

0.98 

405

白人 
64

1,974 

86 

55 

0.30 

243

黒人 
32

日本人 
74

2,204 

96 

62 

0.34 

275

1,883 

58 

29 

0.91 

281

図表24　日本とアメリカの子供の栄養摂取量の比較 

※P=多価不飽和脂肪酸　S=飽和脂肪酸 
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Section

1

1889年 
（明治22年） 

1941年 
（昭和16年） 

1944年 
（昭和19年） 

1946年 
（昭和21年） 

1947年 
（昭和47年） 

1949年 
（昭和24年） 

1950年 
（昭和25年） 

1952年 
（昭和27年） 

図表25　学校給食の歴史 

● 山形県鶴岡町の私立忠愛小学校で、生活が苦しい家庭の子供を対象に昼食が出される。 

 

● 文部省訓令第18号「学校給食奨励規定」ができ、国家プロジェクトとしての給食がスタート。 

 

● 戦況が深刻化し、学校給食中止。 

 

● 全児童を対象とする完全給食の方針を定めた 
　「学校給食実施の普及・奨励について」が発せられる 

● 学校給食再スタート。 
　 GHQの放出物資の助けを借り、東京、神奈川、千葉の小学生に対し、 
　 週2回の給食が開始される。 

● ユニセフからミルクの寄贈を受け、ユニセフ給食が実施される。 

 

● アメリカからの小麦粉の寄贈を受け、8大都市において、完全給食がスタート。 

 

● 「学校給食法」が制定される。  
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年代 主食 おかず ミルク 献立例 世代ネーミング 

昭和20年代 

（昭和22～29） 

 

 

 

昭和30年代 

（昭和30～39） 

 

 

 

昭和40年代 

（昭和40～50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和51年 

～平成7年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成8年 

～現在 

大型コッペ 

100g 

（低学年～高学年） 

 

 

食パン 

80g　低学年 

90g　高学年 

 

 

食パン 

70g　低学年 

80g　高学年 

　　↓ 

60g　低学年 

70g　高学年 

＜変わりパン＞ 

ロールパン 

ブドーパン 

ミルクパン 

チーズパン 

 

米飯 

70g　低学年 

80g　中学年 

100g　高学年 

パン 

55g　低学年 

65g　中学年 

75g　高学年 

スパゲッティ 

中華めん 

 

 

 

 

米飯摂取量 

　減少傾向 

パン摂取量 

　減少傾向 

めんも同様 

　減少傾向 

みそ汁 

（缶詰　一品料理） 

 

 

 

主菜 

副菜 

果物 

 

 

主菜 

副菜（2種） 

果物 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

主菜 

副菜（2種） 

果物 

デザート 

 

デザート多様化 

ワインゼリー 

アイスクリーム 

フローズンヨーグルト 

 

 

 

 

 

主菜 

副菜 

汁物 

果物 

 

デザート 

減少傾向 

脱脂粉乳 

22g 

 

 

 

脱脂粉乳 

24g～26g 

 

 

 

牛乳 

185g～206g 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛乳 

206g 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛乳 

206g 

発酵乳 

コッペパン 

脱脂粉乳 

豚汁 

 

 

食パン 

脱脂粉乳 

鯨の竜田揚げ 

三色野菜 

 

食パン 

牛乳 

ハンバーグ 

パセリポテト 

せんキャベツ 

　バターロール 

　牛乳 

　スパゲッティナポリタン 

　（ソフト麺） 

　プリン 

　チョコマーガリン 

 

エビピラフ 

牛乳 

ヒレカツ 

そえ野菜 

デザート 

ミルクファイバーライス 

牛乳 

かき卵汁 

ハンバーグ 

野菜添え 

スイカ 

三色ご飯 

ゆかりご飯 

 

ビビンバ 

牛乳 

ワカメスープ 

おひたし 

フルーツ 

昭和22年頃から 

脱脂ミルク、 

ごった煮世代 

50才代、65才代 

 

昭和30年～50年 

くじら世代 

40～50才代 

 

 

昭和40～49年 

パン多様化・牛乳世代 

（ソフト麺世代） 

30才代中～40才代中 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和51年～現在まで 

米飯世代 

30才代 

 

 

昭和57年～60年前半 

20才代 

ミルクファイバーライス 

世代 

 

 

米飯多様化世代 

 

 

平成8年以後 

10才代 

加熱処理世代 

学校食事研究会　阿部裕吉 

図表26　学校給食食事内容の変化 


	はじめに
	もくじ
	PROLOGUE
	Section１どうなっている成長期の食生活
	からだを育てる給食から心を育てる給食へ
	Ⅰ家庭のモデルを目指してきた学校給食
	Ⅱ二極化が進む子供たちの食生活
	Ⅲ文化としての食を考える
	Ⅳ栄養的半飢餓状態のキレる子供たち

	子供のからだと心の発達は食生活からはじまる
	Ⅰ子供たちは食べ過ぎていない
	Ⅱ大人とは違う子供たちの食事





